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川高サイエンス探究 

 

ＳＳＨから川越高校独自のチャレンジへ 
令和８年度（２０２６年度） 実施１０年目 

 
 

1 川高サイエンス探究事業 

科学・科学技術に関心がある生徒を中心に研究能力や表現能力・発表能力を高めるプログラムを全校規模で実施します。 

通常の学習活動に併せて取り組み、国際的に活躍できる科学系人材の育成を目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

2 プログラム概要 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

3 新しい取り組みに生きるＳＳＨ 
 
本校は２００６年から１１年間、文部科学省の事業「スーパーサイエンスハイスクール（ＳＳＨ）」の指定
を受けてきました。ＳＳＨで培った、大学や研究機関とのつながりを生かして「川高サイエンス探究」を実
施しています。 
 
ノーベル物理学賞受賞 梶田 隆章 先生（本校 OB）が川高サイエンス探究事業アドバイザーです。 
ＳＳＨでの連携機関一覧（一部） 

＜大学、研究機関＞東京大学、埼玉大学、理化学研究所、高エネルギー加速器研究機構、早稲田大学、慶應大学、国立天文台 ほか 
＜高校、小中学校＞川越女子高校、川越南高校、春日部高校、熊谷高校、松山高校、都立戸山高校、川越第一小、初雁中  ほか 

 
ＳＳＨのプログラムやメソッドを生かします 

サイエンス探究、生徒研究発表会、探究入門、臨海実習、天文学/野外実習、東大山下研素粒子実験、電子顕微鏡実習、プレゼンテーション実習、 
最新宇宙論  ほか 

 
科学系部活動の活発な取り組みを継続 

県下でも数少ない物理部/化学部/生物部/地学部がそろう川越高校。科学系部活動はＳＳＨ活動の核となってきました。ロボット
や電波天文学など、それぞれ特色ある取り組みを行っています。国際地学オリンピック世界大会、物理オリンピック全国大会等参
加。ロボカップジュニア世界大会出場。科学展等の発表会、科学コンテストで全国大会出場多数。 
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通常の学習活動 
 ＋ ・基本的な学力 

・大学進学/進学後に必

要な学力 

 

川高サイエンス探究 
 

伝える力 
・発表 

・レポート/文章 

・コミュニケーション 

考える力 
・科学的思考 

・背景となる知識 

・社会との関わり 

探究する力 
・課題の発見 

・調べる/確かめる 

・問題解決 

   

       ⑤地域交流 
冬休み科学教室や交流会など、他の高

校や小中学校、地域の方とのつながり

から、科学を学びます。 

① サイエンス探究 
「総合的な探究の時間」を利用し、年間

を通して探究活動を行います。様々な

形で研究成果の発表も行います。 

  ⑥発表会・コンテスト 
研究発表、科学コンテストを通じて、研

究能力、伝える力を身につけます。各種

発表会、学会、コンテストに参加します。 

④フィールド探究講座 
野外調査などを通して体験的に探究

方法を学びます。探究の題材や試料、

データを収集します。 

③探究スキルアップ講座 
探究活動の進め方や実験技能、プレゼ

ンテーションの方法など体験的に学

習します。 

  ②最先端科学講座 
大学や研究機関と連携し、研究者か

ら最先端の科学を学び、科学への関

心と理解を深めます。 



      

◆
令
和
７
年
度 
主
な
実
績 

 

〇
科
学
教
育
振
興
展
覧
会 

 

９
月
の
「
科
学
展
」
に
て
、
サ
イ

エ
ン
ス
探
究
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
「
防

犯
カ
メ
ラ
を
用
い
た
流
星
群
の
判

別
」「
す
ば
る
望
遠
鏡
ア
ー
カ
イ
ブ

デ
ー
タ
を
用
い
た
遠
方
銀
河
の
色

と
大
き
さ
の
関
係
」
が
優
秀
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。
ま
た
、
Ｂ
グ
ル
ー

プ
の
「
カ
イ
コ
の
拍
動
調
節
に
関

す
る
研
究
」
が
県
議
会
議
長
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。
ま
た
、
Ｃ
グ
ル
ー

プ
の
「
ダ
ニ
エ
ル
電
池
の
原
理
を

応
用
し
た
化
学
電
池
の
性
能
調

査
」
が
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

「
防
犯
カ
メ
ラ
」
と
「
カ
イ
コ
」
の

研
究
は
、
来
年
度
の
「
あ
き
た
総
文

祭

2
0
2
6

」
に
出
場
し
ま
す
。
本
展

覧
会
の
入
賞

10

作
品
の
う
ち
４

作
品
が
本
校
か
ら
の
出
展
と
い
う

快
挙
と
な
り
ま
し
た
。 

 

〇R
o
b
o
C
u
p
2
0
2
5
 

ブ
ラ
ジ
ル
大
会 

サ
イ
エ
ン
ス
探
究
Ｄ
グ
ル
ー
プ

の
チ
ー
ム
が
、
７
月
に
ブ
ラ
ジ
ル

で
開
催
さ
れ
た
ロ
ボ
カ
ッ
プ
の
世

界
大
会
に
日
本
代
表
と
し
て
出
場

し
、
ワ
ー
ル
ド
レ
ス
キ
ュ
ー
メ
イ

ズ
部
門
で
総
合

12
位
、
ス
ー
パ
ー

チ

ー

ム

部

門

で

第

３

位

の

快

挙

を

成

し

遂

げ
ま
し
た
。 

  

〇
か
が
わ
総
文
祭2

0
2
5

出
場 

 

８
月
に
香
川
県
で
行
わ
れ
た

「
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
」

に
、
サ
イ
エ
ン
ス
探
究
Ｂ
グ
ル
ー

プ
の
研
究
「
送
電
線
下
の
森
林
管

理
が
チ
ョ
ウ
類
の
多
様
性
に
与
え

る
影
響―

埼
玉
県 

緑
の
ト
ラ
ス

ト
保
全
地
の
事
例―

」
が
出
展
さ

れ

、

ポ

ス

タ

ー

発

表

を

行

い

ま

し
た
。 

     

〇
科
学
の
甲
子
園 

全
国
大
会
出
場 

 

「
第

15
回
科
学
の
甲
子
園 

埼

玉
県
予
選
」
が

11
月
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
県
内

27
校

48
チ
ー
ム

が
参
加
し
、
川

越
高
校
Ａ
チ
ー

ム
が
２
年
連
続

の
総
合
優
勝
を

果

た

し

ま

し

た
。
Ａ
チ
ー
ム

は
３
月
に
茨
城

県
つ
く
ば
市
で

開
催
さ
れ
た
全

国
大
会
に
出
場

し
、
筆
記
競
技

と
３
つ
の
実
技

競
技
で
各
県
の

代
表
チ
ー
ム
と

競
い
、
交
流
を

深
め
ま
し
た
。 

 
〇J

S
E
C
 
2
0
2
5
 

優
秀
賞
受
賞 

 
J
S
E
C
 
2
0
2
5

（
第
23
回 

高
校
生

・
高
専
生
科
学
技
術
チ
ャ
レ
ン

ジ
）
で
サ
イ
エ
ン
ス
探
究
Ｃ
グ
ル

ー
プ
の
作
品
「
液
相
中
に
お
け
る

物
質
移
動
速
度
に
与
え
る
食
塩
と

シ

ョ

糖

の

影

響

の

違

い
」
が
最
終

審

査

会

に

進
み
、
優
秀

賞

を

受

賞

し
ま
し
た
。 

〇
ロ
ボ
カ
ッ
プ
ジ
ュ
ニ
ア
優
勝 

 

「
ロ
ボ
カ
ッ
プ
ジ
ュ
ニ
ア
埼
玉

ブ
ロ
ッ
ク
大
会
」
が
１
月
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
Ｄ
グ
ル
ー
プ
の
チ

ー
ム
が
２
つ
の
部
門
で
そ
れ
ぞ
れ

優
勝
し
、
「
ジ
ャ
パ
ン
オ
ー
プ
ン

2
0
2
6

愛
知
」
へ
の
出
場
を
決
め
ま

し
た
。 

 

◆
１
年
間
の
取
り
組
み 

 

〇
総
合
的
な
探
究
の
時
間 

サ
イ
エ
ン
ス
探
究
を
選
択
し
た

２
年
生

65
人
が
、
「
総
合
的
な
探

究
の
時
間
」
を
中
心
に
探
究
活
動

に
取
り
組
み
ま
し
た
。 

Ａ 

地
球
環
境 

Ｂ 

生
命
と
物
質 

Ｃ 

環
境
分
析
と
物
質
の
変
化 

Ｄ 

物
質
と
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー 

の
４
分
野
に
分
か
れ
、
主
体
的
な

学
び
を
実
践
し
ま
し
た
。 

 〇
生
徒
研
究
発
表
会 

５
月
、
サ
イ
エ
ン
ス
探
究
の
集

大
成
と
な
る
生
徒
研
究
発
表
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ノ
ー
ベ
ル
物

理
学
賞
受
賞
者
で
Ｏ
Ｂ
で
も
あ
る

梶
田
隆
章
先
生
を
は
じ
め
、
理
化

学
研
究
所
の
加
賀
屋
悟
先
生
、
武

蔵
野
学
院
大
学
の
福
田
直
先
生
を

お
招
き
し
、
ご
指
導
い
た
だ
き
ま

し
た
。「
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
探
究
活
動

を
今
後
も
続
け
て
ほ
し
い
」
と
の

講
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

             

〇
全
校
講
演
会 

11
月
、
京
都
大
学
の
山
守
瑠
奈

先
生
を
お
招
き
し
、「
海
洋
生
物
の

多
様
性
と
共
生
系
」
と
い
う
テ
ー

マ
で
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ウ
ニ
や
ク
ラ
ゲ
を
中
心
と
し
た
海

洋
生
物
の
興
味
深
い
生
態
や
、
研

究
活
動
に
必
要
な
心
構
え
な
ど
を

お
話
し
い
た
だ
き
、
有
意
義
な
講

演
会
と
な
り
ま
し
た
。 

 〇
高
校
生
が
お
く
る
冬
休
み
科
学
教
室 

 

12
月
、
川
越

女
子
高
校
を
会

場
に
実
施
し
ま

し
た
。
近
隣
の

４

校

と

合

同

で
、
市
内
の
小

中
学
生
に
向
け

て
サ
イ
エ
ン
ス

の
面
白
さ
を
伝

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

川
越
高
校 

サ
イ
エ
ン
ス
探
究
事
業 

 

－2－  



-3- 
 

川越高校 GLP (Global Leadership Program) 

              Go Global!  高い志、世界へ向けて！ 
本校の GLP は、グローバル人材育成の一環として、高校生のうちから世界へ目を向けられるようなﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを用意しています。 

 プログラム 内容 期待されること ①対象生徒人数 

②生徒費用 

③基金補助 

STEP 

3 

Future Leaders Program 

（次世代リーダー養成プログラム） 

海外の大学へ１週間

の短期留学 

高校時代に、海外の大学に身を置くこと

で、国際感覚を養い、主体性を高め、自

分自身の世界観や人生観を広げる機会

を持つことができる。さらに、リーダーとし

て必要な決断力や論理力を磨き、高い目

標へチャレンジする意欲を養う。 

① 1～3 学年  

    20 名～３０名 

 

② 40 万円～ 

 

③ 2025 年は一人２０万円 

STEP 

2 

1 Global Studies Program  

（擬似留学体験） 

 

 

 

 

2 Science Immersion 

（擬似留学体験） 

夏休み４日間、１日５

～６時間、海外の現

役大学生を招いての

英語による集中講座  

 

 

冬休みの２日間科学

を英語で学習 

・生徒は小グループに分かれ、アメリカ、

オーストラリア・ニュージーランド等の大学

生のもとで、ディスカッションやディベー

ト、プレゼンテーションを行う。英語力の

向上のみならず、生きる力をも身につけ

る。 

・講師と科学を学ぶ留学生と共に科学の

知識を深めるとともに英語でのディスカッ

ションを実施。 

① 1～3 学年   

    ２0～５0 名 

  

② 生徒一人当たり 

夏 5 万円・冬２万円程度 

 

 

③ 生徒一人１万２千円 

 

STEP 

1 

Cultural Enrichment Activity 

（異文化理解プログラム） 

各クラス１名、英語圏

以外の国から講師を

招いての異文化交流 

 

世界に目を向け、様々な国の生活、文

化、考え方に触れることで、異文化への

認識や理解を深め、グローバルな視点を

持つ。 

① 1 学年  全員 

 

② 生徒一人あたり０円 

 

 

本校創立百周年を記念して立ち上げられた国際交流基金は、グローバル社会で、たくまし

く生きる骨太の学生を育成するために、惜しみなく使われます！ 

川越高校の国際交流事業の歴史 

1999 年  本校創立百周年記念事業の一環として、オーストラリアのクイーンズランド州ケアンズ市にあ

るカトリック系私立男子校であるセイント・オーガスティンズ・カレッジと姉妹校提携を結び、 

１０年間に渡り各年で派遣と受け入れを続ける。 

 

2011 年  東日本大震災が発生し、交流が途絶える。 

 

2014 年    夏 埼玉県内で初めて Global Studies Program（上記 STEP２）を実施する。 

春 次世代リーダー養成プログラム（上記 STEP３）を米国カリフォルニア州 UCLA で実施

する。 

 

以降、次世代プログラムは新型コロナウィルスの感染拡大で 2020～2023 年春は見合わせとなったが、

2024 年春から再開した。グローバルスタディーズプログラムに関しては、日本国内に留学している現役大

学生を集めて、毎年実施している。 
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2025 年度 川越高校 国際交流事業報告  

2025 年度も前年度に引き続き、例年通りの川越高校 GLP（Global Leadership Program）を実施した。STEP 1 の異文化

理解プログラムは、東京外国語大学と東亜国際学院の学生 13 名を各クラスに招き、各留学生の出身国が抱えている社

会問題と、それに対する個々が考える解決策を紹介してもらった。本校生徒も日本の社会問題、それにどう対処すべきか

を発表した。STEP 2 の夏期 Global Studies Program（以下、GSP）に関しては、29 名の生徒の参加で、本校セミナー室を

使って実施された。STEP 3 の次世代リーダー養成プログラムでは 3 月 24 日～31 日の日程で米国のボストンを訪問した。 

 

✦STEP 2 『擬似留学体験プログラム』 （Global Studies Program, GPS） の報告  8 月 5 日（火）～8 日（金） 

この研修を実りあるものにするために、5 月末に申し込みが完了した時点から、週２回のペースで昼休みに事前研修を

行い、GSP に向けて自分の意見を英語で述べる訓練をした。 

進行役として外国人講師が 1 名つく他に、アメリカの大学生 2 名や日本国内で留学中の大学生、大学院生 3 名のグル

ープリーダーのもと、川高生たちはグループディスカッション、ディベート、プレゼンテーションなどに果敢に挑んだ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

✦STEP 3 『次世代リーダー養成プログム in Boston』 の報告 3 月 24 日（火）～31 日（火） 

23 名の生徒がアメリカのボストンを訪問した。ハーバード大学、マサチューセッツ工科大学の学生や卒業生

との交流、意見交換や講義、ワークショップなどに参加した。そのほかにもボストン美術館を訪れるなど、ボス

トンの歴史に触れる体験を数多くした。世界有数の教育機関で学ぶ学生との意見交換は本校生徒にとって大きな

刺激になった。 

 

 

☝Closing Ceremony の後で 
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       埼 玉 県 立 川 越 高 校 Ｑ ＆ Ａ        

 

Ｑ１ 川越高校の「目指す学校像」と重点目標を教えてください。                              
 Ａ 「自主自立の校風のもと、文武両道の実践を通して良識あるリーダーを育成する学校」という「目指す学校像」の実現のため、以下三つの重

点目標を掲げています。 

   １ 文武両道 ― 学業はもとより、部活動や行事にも全力を尽くす経験を通じ、高い目標に果敢にチャレンジする生徒を育成する。 

    ２ 自己実現 ― 多様な経験を通じて視野を広げ、高い志を具現化する力と、グローバルに活躍できる素養を兼ね備えた生徒を育成する。 

    ３ 開かれた学校 ― 積極的な情報発信により本校の教育活動を可視化することで、生徒・保護者・地域からの期待と信頼に応える学校づくり 

    を推進する。 

Ｑ２ 川越高校の良さはどういうところですか？                                      
Ａ  新入生からは「授業が面白いと感じられ、勉強をたくさんするようになった」「男子校特有のテンションの高さがあり、行事など毎日が楽

しい」「互いの競争心をあおってくれるレベルの高い友達がたくさんできた」といった意見がたくさん寄せられます。ハイレベルな学習環境

と一生つきあいたい友達、先生、先輩・後輩たちと出会い、切磋琢磨できる学校であると自負しています。 

Ｑ３ 来年度の高校入試の制度はどのようになりますか？                                
Ａ 選抜の方法は「学力検査の得点」、「調査書の得点（各学校で定めた定数を乗じて得られる得点）」、「面接」の合計点の高い受検生から 

合格となります。また、選抜においては第１次選抜、第２次選抜と段階を設け、「学力検査の得点」と「調査書の得点」の重みに差を設け 

て選抜を行います。英語と数学については、学校選択問題を採用します。詳しくは川越高校入試選抜基準をご覧ください。なお、令和８年 

度の募集人数は３６０名で、今年度の学力検査日程は令和９年２月２５日（木）、面接は同年２月２６日（金）です。 

Ｑ４ 令和９年度の学力検査について教えてください。                                    
Ａ  令和９年度埼玉県公立高等学校入学者選抜では、以下のような変更があります。 

①調査書の様式変更と自己評価資料の提出 

 全ての受験生に共通することですが、調査書の様式が変更になります。また、自己評価資料を全受検生が作成し、提出します。 

②全ての受験生に面接を実施 

川越高校では、集団面接を実施します。受検生の皆さんはこれまでの自分の体験を振り返り、力を注いだことや努力したこと、高校入学 

後や将来取り組んでみたいこと、自己PRなどについて自己評価資料にまとめ、面接では自らの言葉で表現してください。「共通の評価の 

観点・評価基準」に基づいて、評価を行います。 

③選抜の特色化 

川越高校では特色選抜を実施します。調査書は評定の各学年の比率（１年：２年：３年）を１：１：２と定め、得点化を行います。ま 

た、第２次選抜において、国・数・英を１５０点満点とする傾斜配点を実施します。詳細は巻末にある本校の「令和９年度埼玉県公立高 

等学校入学者選抜実施内容（特色）」をご参照ください。 

Ｑ５ 授業時間は何分ですか？                                                   

Ａ  本校の授業時間は５０分です。また、月曜日、水曜日に７時間授業を行い、土曜公開授業（隔週・４時間授業）を行うことで授業時間を確 

保しています。１回１回の授業を濃密にするとともに、週当たりの授業回数を増やすことで学習効果を高めます。 

Ｑ６ 「単位制」とはどのようなものですか？                                          

Ａ 本校では「進学型単位制」の形をとります。１学年では「必履修科目」中心となり全員同じ科目を履修し、２学年から選択科目が増えてき 

ます。更に３学年では、国公立大学・難関大学向けの選択類型を数多く取り入れるなど、多くの選択科目が配置されています。生徒にとっ 

ては、単位を計画的に修得し、進路実現を目指す制度です。部活動･学校行事もいままでどおりで、クラス単位の生活が基本になります。 

Ｑ７ 教育課程の特長はどのようなことですか？                                       

Ａ  一人一人の進学希望にきめ細かく対応し、難関大学に現役で入学できるカリキュラムを導入しており、２学年から文系、理系で履修科目も 

変え、それぞれの授業内容を充実させています。さらに３学年では選択科目を大幅に増やし、生徒のニーズに適切に対応できるものとなっ 

ています。 

Ｑ８ 大学進学に向けてどのような取組が行われていますか？                              

Ａ  入学前に実施されるスタディーサポートによるテスト、及び学習状況についてのアンケート、各学期に行われる全員受験の模擬試験、年３ 

回実施される実力テストの結果などを基に、担任による個別面談・三者面談を行い、一人一人の状況を把握し、適切なアドバイスを行うよ 

うに努めています。 

大学入試問題やパンフレットなどを自由に閲覧できる資料室の他に放課後に生徒が学習できる自習室も開放されています。その他、入試動 

向説明会、大学見学会、受験を終えて本校を卒業したばかりのＯＢとの懇談会や、大学３、４年生になったＯＢによる学部学科懇談会な 

ど、進路行事も盛んです。 

詳しくは学校案内５ページをご覧ください。 
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Ｑ９  現役での大学合格率は？                                                       

Ａ  令和８年３月の卒業生３４５人の現役進学率は６７．５％で、国公立大学合格が１８４名（現役１２２名）、私立大学が延べ７５２名（現 

役４７１名）合格となっています。 

Ｑ１0 指定校推薦について教えてください。                                               

Ａ  毎年数多くの大学から、生徒推薦の要請があります。川越高校での３年間の成績が推薦基準となりますが、例年、指定校推薦による進学者 

はあまり多くありません。 

令和８年３月の卒業生の指定校推薦による進学者数は、早稲田大学９名、慶應義塾大学３名でした。なお、今年度の推薦依頼は東京都立大 

学、早稲田大学、慶應義塾大学、上智大学、東京理科大学、明治大学、中央大学、学習院大学、ほか、多数の大学からいただいておりま 

す。 

Ｑ１1 新入試対応について教えてください。                                               

Ａ 令和３年度から新たに実施されている「大学入学共通テスト」（以下、共通テスト）では、習得した「知識・技能」の確認にとどまらず、「知 

識・技能を活用する力」、更には「思考力・判断力・表現力」を問う試験となりました。これに対して、川越高校では全職員で指導方法に関す 

る研修を重ねており、アクティブラーニング（「主体的・対話的で深い学び」）の手法を取り入れながら、新大学入試や新学習指導要領（新教 

育課程）の入試にも対応できるよう授業研究を行っております。 

   また、昨年度から共通テストで教科「情報」が導入され、国公立大学受験生は基本的に受験することになりますが、他教科との学習バランスを 

取りながら、問題集や補習等で入試対応を行っています。 

  共通テストが変化しても、各大学で実施している個別入試についてはほぼそのままの形で残っています。川越高校では、従来通りの入試に対

しても更に指導に磨きをかけ、生徒たちの進路実現をバックアップしていきます。 

Ｑ１2 授業以外にはどのような補習がありますか？                                          

Ａ 教員が設定する補習と、生徒の要望によって行われる「自主ゼミ」があります。「自主ゼミ」は生徒が自主的に担当者を選び、内容、実施

日時・回数などを担当者と相談して開講されるもので、川越高校の伝統となっています。補習・自主ゼミ共に早朝、放課後、土曜日・日曜

日、長期休業中などに活発に行われています。昨年度の夏休みには教員が設定する補習が合わせて１００講座開講され、ほぼ毎日何らかの講

座が行われていました。 

Ｑ１3 学校行事にはどのようなものがありますか？                                          

Ａ  毎年１万人以上の来場者を迎える「くすのき祭」が有名ですが、他にも男子校ならではの熱い行事がたくさんあり、団結力を高め、愛校心

を育む機会となっています。教員も参加しての球技大会では、クラスの仲がさらに深まります。川越市の陸上競技場を使っての陸上競技大会

では、毎年のように大会新記録が更新されるなどハイレベルな競争が繰り広げられます。強歩大会も、美しい景色とともに良い思い出となる

ことと思います。また、政財界やマスコミ、医療、法曹界などで活躍する卒業生を招いての講演会も多数開かれており、川越高校の「すご

さ」を再認識してもらえることでしょう。 

Ｑ１4 部活動の加入について教えてください。                                            

Ａ  生徒会の部会・同好会規約の第１条に「部会は会員の個性の伸長をはかり、友愛と共同の精神を養い、責任と忍耐とを身につけるためにお

かれる。部会は各部より構成される。」また第２条に「前条の目的を達成するために、会員は希望する一つ以上の部または同好会に必ず属さ

なければならない。」と定められています。 

Ｑ１5 冷房は設置されていますか？                                                     

Ａ  全ＨＲ教室と特別教室、体育館、図書館に冷房が設置されています。 

Ｑ１6 トイレはきれいですか？                                                        

  Ａ 毎日、清掃を行っており、清潔です。また、トイレの大規模改修が完了し、ＨＲ棟のすべてのトイレが洋式（ウォシュレット付き）になり

ました。 

Ｑ１7 昼食はどのようになりますか？                                                   

Ａ  食堂があり、日替わりの定食、丼、麺などバラエティーに富んだメニューが用意されています。また１階の昇降口付近でパック弁当や地元 

のパン屋さんの焼きたてパンも販売されています。もちろん家からお弁当を持ってくる生徒もたくさんいます。 

Ｑ１8 制服、頭髪などの規則はどのようになっていますか？                                   

Ａ  定められた制服、頭髪等の規則もありません。しかし、川越高校の生徒であることに誇りと自覚を持った態度・姿勢が要求され、生徒達が

作り上げた「生徒憲章」の精神から外れた川越高校生として相応しくないものは許されません。 

Ｑ19 スクールミッションとは何ですか？                                                

Ａ 各高等学校が、育成を目指す資質・能力に関する方針を策定する前提として、各高等学校の期待される社会的役割等を示したもので、県が

定めます。本校のスクールミッションについては、学校案内をご覧ください。 

 



【確定版】

全日制

目指す学校像

入学者の受入れ
に関する方針

(アドミッション・ポリシー)

選抜の種類

国語
(150点)

数学
(150点)

英語
(150点)

１年 ２年 ３年 基本点 １年 ２年 ３年 基本点

1 ︓ 1 ︓ 2 180 1 : 1 : 2 180

学力検査 調査書 面接 特色検査 合計 学力検査 調査書 面接 特色検査 合計

500 214 30 0 744 650 433 30 0 1113

第２志望

その他

募集学科等

特色選抜（第２次選抜）

普通科

・自主自立の校風のもと、文武両道の実践を通して良識あるリーダーを育成する学校

・自主自立の校風のもと、自ら考え責任ある行動ができる生徒
・高い志を立て、努力を重ねることができる生徒
・文武両道を実践し、自己を高め、切磋琢磨できる生徒

①第１次

②第２次

特色選抜（第１次選抜）

埼玉県立川越高等学校

普通科
70%

30%

なし

特色検査
※ 実施する場合のみ

実施しない

評価の観点

選抜資料
配点

なし

実施内容

自己評価資料　
学校独自項目 設定なし

学年間の
比率

学力検査

数学と英語は、学校選択問題を実施する

学年間の
比率

で傾斜配点を実施

令和９年度埼玉県公立高等学校入学者選抜実施内容（特色）

面接

集団面接

設定なし

設定なし

国語・社会・数学・理科・英語の５教科 国語・社会・数学・理科・英語の５教科

調査書

評価の観点

評価規準

実施方法


